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エコロジ―タウン内子の取 り組み

久 保 雅 美(内 子町総務課 行政財政班)

内子町 はまちの将来像 をイメージ して"エ コロジー タウ ン"と い う言葉 を使用 して きた。

1993年 に策定 された 「内子町新総合計画」(旧 内子町)以 来のことである。1970年 代 より,内

子町では町並み保存 を核 としたまちづ くりを進めて きたが,こ れは歴史的な環境 を保全する運

動であ り,既 に暮 らしの分野における環境 保全に取 り組んで きていたことになる。この 「内子

町新総合計画」 では,エ コロジータウンの説明にこう書 いている。「これは身の回 りの環境か

ら,広 く地球の環境問題 までを視野に入れて,自 然 と仲よく付 き合 える町民 の暮 らし方 を考え

ようというものです。豊かな暮 らしを築 くことが内子町の課題であることは当然ですが,そ れ

は貴重 な自然環境や伝統文化 を犠牲に して得 られるものではないことを十分に自覚 し,の びや

かで,健 康的で,心 豊か な暮 らしを真剣 に追求 していこうとす るものです。」 町並み保存運動

は,こ の時期,既 に村並み保存運動 と称 した,中 心市街地の歴史的環境保全運動か ら周辺の農

山村地域の自然環境保全 と一体 となった景観保全運動へ と展 開していたが,こ の総合計 画によ

って,よ り明確 にエコロジー タウンとしての理念が示 され,1996年 には内子町環境保全条例を

制定。以来,内 子町はエ コロジー タウン内子の形成に向け,一 貫 した環境保全型のまちづ くり

を進め,2005年1月 に三つの町で合併 し誕生 した新 たな内子町へ も引 き継 ぐこ ととな り,キ ラ

リと光 るエコロジー タウン内子をキャッチフレーズに,町 並み,村 並 み,山 並みが美 しい,持

続的に発展す るまちをめ ざしたまちづ くりを進めている。

エコロジータウン内子の具体 的な取 り組みにおいて,村 並み保存については別で述べ られて

いるため ここでは省略するが,石 畳地域で起 こった先駆的取 り組みは,現 在,自 治会単位での

地域づ くりに取 り組 む内子町において,そ れぞれの 自治会が切磋琢磨 しなが ら自分の地域 に誇

りを見出 し,地 域 を磨 き,住 み続けることので きる地域 を創造する原動力 ともなった。
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特集1内 子町の まちづ く り 「エ コロジー タウン内子の取 り組 み」

さて,エ コロジータウン内子の具体的取 り組みにおいて,ま ず,環 境保全型農業の推進,近

自然工法への取 り組み,ODAの 木プロジェク トについて紹介 したい。

環境保全型農業の推進とその影響

内子町の基幹産業 を問われると,現 在のデー タ上ではそうとは言えないが,や はり農林業で

ある(参 考1)。 農業分野 において,内 子町では知的農村塾 を開講(1986年 。現在 も継続中)

し,作 るだけの農業か ら作って売る農業,加 工 して販売する農業へ と転換 を図って きた。農業

に経営の感覚を取 り入れた施策を展開 して きた内子町では,エ コロジータウンを目指す上で,

環境 に配慮 した農業経営にあたることに着手 し,そ の取 り組みは 「うちこフレッシュパークか

らり」 において,よ く見 ることがで きる。

(参考1)内 子町産業別就業者数の変化
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土づ くりに基本 をお く環境保全型農業において,ま ず取 り組 んだのは資源循環型の堆肥生産

であ る。地元のJAと 協力 し,家 畜の畜糞 と一般家庭か ら分別収集 した生 ごみ を原料に,約3

か月の期 間をかけて完熟 した堆肥 を生産。 この堆肥 「エ コパ ワー」は人気 を博 し,農 作物の栽

培 に広 く利用 されている。「内子 フレッシュパー クか らり」 について は,エ コ認証制度や トレ

ーサ ビリテ ィーシステムの導入な どの環境 を重視 した取 り組み についてはここでは触 れない

が,堆 肥 を生産す る上で取 り組んだ生 ごみの分別収集 と,そ れに伴 う住民活動について,少 し

紹介する。

資源循環型の堆肥生産が計画 されたのは2001年 のこと。当時JAで は畜糞を原材料 とした堆

肥 を生産 していたが,販 売不振や施設の老朽化 によ り経営改善が迫 られていた。そこで町 と協

力体制をとり,生 ごみを原材料に加えた堆肥生産に切 り替えることになったのである。その当

時,生 ごみはコンポス ト利用が推進 されていたが,市 街地ではそうした土地 も限られているこ
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とか ら,可 燃ごみ として焼却 されていたのが現状であった。 この生ごみを資源ごみ と位置付け

リサ イクルを推進するとともに,分 別収集することによる可燃 ごみ削減への効果 も期待 された。

実際 のごみ削減効果については一長一一短のところがあるが,生 ごみの分別収集体制 を構築する

上で育 った住民の廃棄物削減や資源循環に対する意識の向上 と,生 ごみの臭い対策 として利用

している環境浄化微生物群 を製造 し配布する住民組織 「NPO法 人環境NPOサ ン ・ラブ」が生

まれたことは,エ コロジー タウン内子にとって意義が大 きい。

こ の 環 境NPOサ ン ・ラ ブ は,設 立 に あ た っ

ての大 きな事業は環境浄化微生物 「えひめAI-

1」 の製造 ・配布であったが,残 留農薬分析等

の土壌診断事業 も実施 していて,内 子 町が環

境保全型農業を進 める上での役割は非常 に大

きい。そのほか,ボ カシ作 りや アル ミ缶 回収

な ど,日 々の暮 らしと密接 に絡み合った環境

保全活動 を行っているが,近 年では,廃 食油

の回収 ・利用,竹 林整備 など,活 動の範囲 を

多岐に広げてお り,エ コロジー タウ ン内子 に

おいてかかせ ない存在になっている。

サン ・ラブの活動風景。週2回 「えひめAl-1」

を配布 している。

近自然工法への取り組み

ご存 じの方 も多 いか もしれないが,内 子 町

は 日本 における近 自然工法発 祥の地であ る。

この舞台 となるのは,旧 五十崎 町に位置す る

小 田川沿いの豊秋河原である。1984年,河 川

改修工事の一環で,河 川敷 に植 わっていた榎

の大木が伐採 されは じめ る。 この行為に地元

住民が疑問 を感 じ,か ぐや姫伝説 を打 ち立 て

たか ぐや姫 まつ りを開催す るな どして,異 議

を唱えた。さらには,石 一個運動 とい う8,600

個に も及ぶ住民 自らが持参 した石(中 には家

庭の漬物石 もあった。)に より護岸工事(漬 物

石護岸)ま で行った。以来,

ングや植物昆虫調べ など,
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運動の きっかけとなった榎 。活動のシンボル

として住民から大切 に親 しまれている。

日曜市,映 画祭や音楽祭 といったイベ ントか ら,バ ー ドウ ォッチ

さまざまな手法で河川に関する運動 を展開 しなが ら,同 時に全国の

河川改修事例 を学 び,つ いに出会ったのがスイスで行われていた近 自然工法である。この工法

を日本で初めて取 り入れたのがこの豊秋河原付近の小田川であった。
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特 集1内 子町 のまちづ くり 「エ コロジー タウン内子の取 り組み」

当時,国 の河川改修の考 え方 を変 えた画期的な出来事 として大いに注 目を集めると同時に,

国際水辺環境フォーラムを開催 し,環 境保全型の土木工事の手法 として確固たる地位を確立す

るに至 った。内子町における公共土木事業の基本にはこの近自然工法があ り,現 在 も継続 した

取 り組みが行われている。

ODAの 木プロジ ェク トと山並み保存

旧小田町で展開 されていたODAの 木プロジ

ェク トは,小 田の ローマ字表記 を政府 開発援

助(ODA)な らぬ 自治体 レベ ルの公的 な開発

援助,国 際貢献 と解釈 し,地 球規模で考え行

動 す る教育,文 化,地 域 づ くりを 目的 とし,

1993年 か らスター トした(参 考2)。 基幹産業

である"木"に ベ ース をおい た事業 を展 開。

1997年 には 「ODAの 木協会」を発足 し,現 在

はNPO法 人として活動 を続けている。国際理

解 と環境保全 をテーマに,教 育 ・文化的な活
内子の森づ くり風景。その地域の樹種 にあっ

た苗木を選定 し植樹 している。

(参考2)ODAの 木プロジェク ト事業内容

① 国際化事業部

幅広 く国際化にむけて,私 達 にできる形で国際交流及び国際協 力の活動 を展開。【主 な

事業】小田中学生のタイ国スタディーツアー,東 南アジアの林業研修生の受入,地 元 自治

会館 で実施する国際理解講座,県 内留学生 を招 き町内家庭にホ―ムステイするODAの 木交

流 など,木 をテーマと した国際交流活動 ・支援活動。

②環境教育事業部

四国カルス ト県立 自然公園に指定 されている 「小 田深山」に,環 境教育スクール 「ODA

の木 自然学校」 を開校。 自然界のメ ッセンジャー〈森の案内人〉が環境教育 プログラムの

企画運営 を行 う。【主催 プログラム】夏休 み長期自然体験村,小 田深山の四季 を活 か した

自然教室 ・クラフ ト講座,人 材 育成(森 の案内人養成講座),出 張 フォレス トスクールな

ど。 【受託 プログラム】企業の研修受入,観 光客 ・学校 ・団体への 自然体験教室,講 師派

遣 など様々な社会的ニーズに応 えるプログラム を提供。

③ ブラン ド事業部

独 自のアイデア を生 か した商品の開発 をは じめ と して,地 元特産品 の掘 り起 こ しや

PR・ 販 売活動,さ らには人材 の発掘等 を行 う。 【PR・ 販売活動】デパー トでのキャンペ

ー ン活動
,森 の贈 り物 シリーズをまとめたカタログ製作,ホ ームページの企画考案 など。

【地元の人材発掘事業】「おだの知恵袋講座」 を開設。地元の方々の 「知恵 と技術」 を共に

学び,次 世代へ続 く元気な小田づ くりに向けて事業 を展開する。
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動 をとお して,地 方か ら発信 ・提言することをめざした団体 であ る。

エコロジーの視 点か らこのプロジェク トを見つめてみ ると,ま さに国際的な視野 にたった山

の環境保全運動であ り,内 子町のまちづ くりの シンボルの一つである山並み保存運動 と言える。

内子町ではやは り1993年 よ り森づ くり事業を実施 してい るが,山 並み保存運動 における地域振

興施策 として策定 した 「内子 町山並保全 ・活用計画」(2009年)(参 考3)に おいて,ODAの

木協会 とも連携 した事業展 開となることが期待 され る。

以上に述べた ことは,内 子町で進めているグリーンッー リズムの事例紹介 と重複す るが,子

どもたちへの環境教育 に加 え,後 に紹介す る内子町のバイオマス タウン形成への取 り組 みとも密

接 なかかわ りがあ り,今 後のエ コロジータウンのまちづ くりにおいて非常 に重要な組織 である。

これ まで3つ の取 り組 みを紹介 したが,い ずれ も行政が実施 した とい うよりも,行 政の施策

に関連 しなが ら住民 らが実践 したエコロジータウン内子へ の取 り組みであ るとも言 える。内子

町の まちづ くりの特徴 として,行 政主導型 のまちづ くりである と言 われ る一方,そ れ を支 える

住民活動があるこ とは,忘 れてはな らない。

内子 町が"エ コロジー タウン"を 標榜 したのは1993年 の新総合計画の時 と前述 したが,実 際

の行政施策 として は町並 み保存運動 とい う歴史的環境(景 観)の 保全,森 づ くりや近 自然工法

を取 り入 れた農 山村 の景観 や環境保全の実践である村 並み保存運動の展開,そ して環境保全型

農業の推進 とい う,ど ち らか といえば抽象 的なものであった。 こう した施策に住民か らはエ コ

ロジー タウ ンとはうた うが,具 体的には何 を しているのか と問われ る場面 もあ り,も っ と目に

―36一



特 集1内 子 町の まちづ くり 「エ コロジータウ ン内子の取 り組み」

見える取 り組みが求め られていた。

そこで取 り組 んだのがエコオフィスの実践である。その頃,第3回 気候変動枠組条約締約国

会議が京都 で開催 され,地 球温暖化対策が大 きくクローズアップされた時期で もある。内子町

はまず足元か らとい うことで,役 場を始め,職 員が常駐す る出先機 関や小学校,中 学校 を含め

た教育施設を対象に環境マネジメン トプログラムを決定 し,省 エ ネルギーや 天然資源の保護,

廃棄物 対策などを実践す ることで二酸化炭素排出量の削減 に努めるエ コオ フィスプランを策

定,2001年 より運用を始めた(参 考4)。 このプランは5年 を1期 にまとめているが,現 在第

2期 を迎え,住 民監査 も実施す るなど,緊 張感の持続に配慮 している。 また,優 秀 な部署につ

いては表彰をするなど,職 員のモチベーシ ョンを保持 させるための事業 も実施 している。

(参考4)内 子町エコオフィスプラン

内子町は事業者及び消費者の立場 から,環 境保全のための行動を自ら率 先 して実行

することにより,環 境への負荷の低減 を図るとともに,町 民,事 業者の行 う環境 に

配慮 した自主的な取 り組みの推進 を図る。(プ ラン目的よ り)

エコロジータウン内子 をめざそう1

u

幽 麟 臨 灘 囎 議・臥

' 腱 ネジメントプ吻 ム」1

引瞭 濫 難 、
継続的な改曹に向かった

日標設定の見直し

隻
、ゆ

・ 磁 瓢叢鴛難 雛

1.自 己点検

2.職 員監査員+町 民監査員

による点検

醜 騰灘難
1.環 境汚染の発生防止

2.省 エネルギーの推進

3;・天然資源の保獲

4.廃 棄物対簑

5.環 境学習

凋レ,

こうした取 り組みによ り,当 初 と比較 し,対 象施設 による二酸化炭素排出量を約7割 に削減

す ることがで きた。 また近年では,町 内の小 ・中学生 による環境子 ども会議を開催 してお り,

職員の環境学習ばか りでな く,学 校における子 どもたちへの環境教育 にも力を注いでいる。 さ

淵鐸

亀

…嘩

【左 】 エ コ オ フ ィ ス

での監査風景

【右】環境子 ども会

議風景=学 校
での活動内容

の発表 と体験

学習を行 って
いる。
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らに,エ コオフィスに取 り組む過程で環境 自治体スタンダー ド(LAS-E)の システムを導入 し,

環境 自治体 としての レベ ルア ップに努めている。

エ コオフ ィスプラ ンで は,エ ネルギー対策 として省エネルギーを実践す るとともに新エ ネル

ギーへ の対応 につ いて も求 めていた。そのため,内 子 町は新 エネルギーの賦存量等 を調査 し,

新 エネルギー ビジ ョンとして まとめた(2003年)。 このビジ ョンでは とりわけ"木"の エ ネル

ギーに着 目したが,そ の後 も木質のエネルギーについて詳細 な調査 を実施 しながら,最 終的 に

内子 町バ イオマス タウ ン構想へ と発展 していった。 この構想 は,木 質 はもちろんの こと,町 内

に賦存す るバ イオマス資源 を総合的に利活用 し,地 球温 暖化 防止 に貢献す るとともに資源循環

型社会 を構築す ることを目標 にしている。

2007年 にまとめたこのバ イオマスタウン構想 は,森 ・畑 ・まちの3つ の プロジェク トによっ

て構成 され ている(参 考5)。 この内,畑 のプロジェク トについては,前 述 した既存 の堆肥製

造を基本 とし,現 在 は市街地の一部地域 を対象に実施 している生 ごみの分別収集 について,対

象地域 を拡大 させ,堆 肥の製造量 をアップさせ ることを目標 に してい る。新 たな事業 としては,

森 のプロジェク トにお ける燃料 ・飼料等のペ レッ ト製造 と利用,ま ちのプ ロジェク トにおける

バイオデ ィーゼル燃料利用であ る。

(参考5)内 子町バイオマスタウン構想

バイオマス タウン構想

}
森の プロジェク ト 畑のプロジェク ト まちのプ・ジェクー

― 【1
■ 木質及び竹資源を

利活用

― 木質燃料・新素

材・竹飼料の3種 の
ペレット製造利用

■ 堆肥製造・利用

(拡大)

口 廃食油回収による
BDF製 造利用

■ 油糧作物栽培・利用

(観光 ・環境教育)

森のプロジェク トにつ いて,町 では,木 質エネルギー詳細調査 の中で,エ ネルギー利用 にお

いてはペ レッ トへ の変換利用の方針を示 した。 もちろん これはその他の形態 を否定す るもので

はないが,今 後 の利活用 を進め る中で様々な可能性 を持 ち合 わせ ているペ レッ トを選択 した も

のである。 この方針 に基づ き,内 子町は2004年 より公共施設 にお いてペ レッ ト燃料機器 を導入

し,普 及促進 に努 めている。 こう した動 きを後押 しす るように,民 間企業ではペレッ ト燃料製

造 を開始 し,公 共施設へ の燃料供給 も始 まった。少 しずつ ではあるが,バ イオマス資源循環の

環が見 えて きてい る。今後 は,山 並み保存運動 と相侯って,未 利用材 をいかに資源利 用 してい
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くことができるかが課題であ り,そ れ らの役割 を担 ってい く人材の育成や事業所,団 体等 との

連携が重要である。

また,森 のプロジェク トの中では燃料製造 ・

利用のほか,竹 の飼料利用について も計画 して

いる。この事業では地元企業と愛媛県畜産研究

セ ンターの協力のもと,約2年 の歳月をかけて

牛への給与試験を行い,結 果が良好 とのことか

らさらに研究を重ね,現 在はおから等を混ぜた

竹ペ レットを製造 し,実 際の畜産農家での利用

を始めている。この竹ペレッ ト事業の取 り組み

は,町 内でもかな り目立っている放置竹林の対

策として一石を投 じることがで きるほか,飼 料

自給率のアップ,ま た,産 業廃棄物 となってい

るおから等の食品廃棄物の再利用 という種 々の

メリッ トを有してお り,事 業化に向けた さらな

る研究が期待されている。

まちのプ ロジェク トについては,環 境教育

や景観対策等 を主 たる 目的 に菜の花 やひまわ

りの栽培 を行い,搾 油 して利用 している。 ま

た,廃 食油の回収 に も着手 してお り,そ れか

ら精製 されるバ イオデ ィーゼ ル燃料の利用 も

徐 々に進めている。

これ までバ イオマスタウン内子の取 り組 み

について紹介 して きたが,次 の三つのポイ ン

トについて,
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【上】ペレッ トス トーブを利用 した

バ イオマスの学習

【右】竹ペ レッ ト給与風景=お い しいモウ～

礪

内子町の課題であ り取 り組 むべ き方向だと考えている。一つ 目はバイオマス産業

の振興である。バ イオマスタウ ン構想策定 にあた り,内 子町は環境政策の視点か ら立案 してい

ったが,こ れは環境保全の視点 にたった経済活動の見直 しを目指 した ものであ り,ひ いてはエ

コロジー タウンにふさわ しい産業の育成を目指 したものである。産業の育成 はバイオマスばか

りでな く,い ずれに して も難 しい課題であ るが,燃 料製造 をは じめ,意 欲を示 していただいて

いる民間事業所等 と良い関係を保ちなが ら,今 後 も推進 していきたい。二つ 目は地域づ くりで

ある。先ほど一つ 目として産業振興 について述べたが,こ れは地域で起 こす産業,コ ミュニテ

ィービジネスへの可能性 を含んでいると考える。バ イオマスは地域に広 く薄 く存在 しているの

が特徴である。そのため,収 集へのコス トがかかるな どの課題が出て くるが,こ うした ことを

地域が,あ るいは内子町の場合 は自治会というこ とになるか もしれないが,サ イ ドビジネス的

に取 り組 むことによ り,地 域の環境保全が進み,住 み よい地域づ くりにつながるのではないか
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と考 える。三つ 目は 自然 との調和 ・環境 との調和であ る。バ イオマス関連産業 はよ り広域で取

り組 まなければ事業 として成立 しないという経済の理論があ る。当然の ことである と考えるが,

大量生産 ・大量消費 ・大量廃棄 の時代 を経てエコロジーの視点 にた どり着いた今,軸 になるも

の,ベ ース になる もの を見失 わないように取 り組みたい と考える。

内子町のエ コロジー タウ ンへの歩みは,町 並み保存 を核 と した まちづ くり,歴 史的環境保全

に端 を発 してい ると言える。 人々の暮 らし方を見つめ なお し,周 辺の環境 を保全,整 備 してい

くとい う取 り組み は,中 心市街地か ら,村 並み保存,山 並み保存 と称 しなが ら農村 地帯へ と広

が った。その意味で考 えると,内 子町の環境政策は,ま ちづ くりの根幹 をな していると言 える。

この ことこそがエ コロジー タウ ンの基本であ り,環 境政策が町のすべての施策のベースにあ る

こ とが,真 のエ コロジー タウ ン内子であ り,目 指す方向であ る。

内子町は2008年3月 に内子町環境基本計画 を策定 し,自 然,暮 らし,教 育の視点で個 々のプ

ロジェク トを定めてい る(参 考6)。 一方では目に見 える形 での環境 施策 を示 しなが ら,成 果

を見 出 してい くとともに,す べ ての施策が環境 をベースに レベ ルア ップで きるよう,チ ャレン

ジ してい きたい と考 える。

(参考6)内 子町環境基本計画概要

キ

ラ

リ
と
光

る

エ
コ

ロ
ジ

ー
タ

ウ

ン
内
子

自然

暮 ら し

環境教育

◎ 内子の森や川を再生 し,地 域のバ イオマス利活用 を進め,地 域の自然

環境を保全するとともに,資 源の循環がで きる社会 を形成す る。

(1)内 子 らしい自然環境の保全 ・創造 ―里地 ・里山の再生 一

(2)地 域バイオマスの利活用推進(3)小 田川エ コ物語 の展開

◎ ゼロ ・ウェイス トをめざした取 り組み を進め,地 球温暖化対策 を

進 める とともに,地 域循環型社会 を形成する。

(1)5つ のRの 推進(2)地 球温暖化防止推進事業 の展開

◎地域 ・学校 ともに環境教育を充実 させ,未 来につ な ぐ持続可能な

エコロジータウンを形成する。

(1)自 治会 との連携強化(2)担 い手 の育成(3)環 境 うちこ会議の開催

― エ コロ ジー タ ウ ンをめ ざす3つ の戦 略

(1)エ コ ロ ジー とエ コ ノ ミー の 融合(2)選 択 と集 中(3)決 め手 は担 い 手
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